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補足資料２．５－１

砺波平野断層帯（西部）

2.5-1-1



地震調査委員会（2008）
「砺波平野断層帯・呉羽山断層帯の長期評価」

活断層研究会（1991）
「新編 日本の活断層」

今泉ほか（2018）
「活断層詳細デジタルマップ[新編]」

堤ほか（2003）；後藤ほか（2015）
「都市圏活断層図」

砺波平野断層帯（西部）の評価概要
○地震調査委員会（2008）は，砺波平野北西縁の富山県高岡市から富山県南砺市までの区間に図示している石動断層と法林寺断層より構成される断層帯を砺波平

野断層帯西部としている。長さは約26kmで，概ね北東－南西方向に延び，断層の北西側が南東側に対し相対的に隆起する逆断層としており，最新活動は約6千9
百年前以後，1世紀以前であったと推定している。

○地震調査委員会（2008）は，「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）や「活断層詳細デジタルマップ」（中田・今泉，2002）， 「都市圏活断層図」（堤ほか，2003）
等の文献を引用しており，これらの内容を踏襲した結果になっていると考えられる。

○「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（今泉ほか，2018）に示されている断層の位置及びトレースは，旧版である「活断層詳細デジタルマップ」（中田・今泉，2002）から
変更されていない。

○また，地震調査委員会（2008） 以降の主な文献である「都市圏活断層図」（後藤ほか，2015）は，地震調査委員会（2008）とほぼ同じ位置に活断層を図示している。

○以上より，砺波平野断層帯（西部）は，地震調査委員会（2008）に示される長さ約26km区間について，後期更新世以降の活動が否定できないと評価する。

断層名 長さ 確実度 変位の
向き

25・19
石動断層

15km Ⅰ～Ⅱ 北西側
隆起

26 石動西方 3km以上 Ⅱ 南東側
隆起

2 法林寺断層 11km Ⅰ～Ⅱ 西側
隆起

断層名 長さ 変位の
向き

石動断層帯 約15km 北西側
隆起

法林寺断層帯 約10km 北西側
隆起

断層名 長さ 変位の
向き

地震の
規模

砺波平野断
層帯西部

約26km 北西側
隆起

7.2
程度

断層名 長さ 変位の
向き

石動断層 図読
約9km

北西側
隆起

法林寺断層 図読
約11km

北西側
隆起

砺波平野断層帯（西部）は後期更新世以降の活動が否定できず，その長さとして約26km区間を評価する。 2.5-1-2

高岡市 北東端と
評価した地点

南西端と
評価した地点



補足資料２．５－２

森本・富樫断層帯

2.5-2-1



地震調査委員会（2013）
「森本・富樫断層帯の長期評価」

活断層研究会（1991）
「新編 日本の活断層」

今泉ほか（2018）
「活断層詳細デジタルマップ[新編]」

堤ほか（2010）；東郷ほか（1998）；松多ほか（2016）

「都市圏活断層図」

森本・富樫断層帯の評価概要

○地震調査委員会（2013）は，石川県河北郡津幡町から石川県白山市明島町付近までの区間に図示している森本断層，野町断層及び富樫断層より構成される断層
帯を森本・富樫断層帯としている。長さは約26kmで，概ね北北東－南南西方向に延び，断層帯の東側が西側に乗り上げる逆断層としており，最新活動は約2千年
前以後，約4世紀以前であったと推定している。

○地震調査委員会（2013）は，「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）や「活断層詳細デジタルマップ」（中田・今泉，2002），「都市圏活断層図」（堤ほか，2010；
東郷ほか，1998）等の文献を引用しており，これらの内容を踏襲した結果になっていると考えられる。

○「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（今泉ほか，2018）に示されている断層の位置及びトレースは，旧版である「活断層詳細デジタルマップ」（中田・今泉，2002）から
変更されていない。

○また，地震調査委員会（2013） 以降の主な文献である「都市圏活断層図」（松多ほか，2016）は，地震調査委員会（2013）の富樫断層のさらに南方まで図示している。

○以上より，森本・富樫断層帯は，地震調査委員会（2013）が図示する森本・富樫断層帯の北東端から「都市圏活断層図」（松多ほか，2016）が図示する富樫断層の
南西端までの長さ約27km区間について，後期更新世以降の活動が否定できないと評価する。

断層名 長さ 確実度 変位の
向き

8 森本断層 18km Ⅰ～Ⅱ 東側
隆起

9 富樫断層 16km Ⅰ～Ⅱ 東側
隆起

断層名 長さ 変位の
向き

森本・富樫
断層帯

約25km 東側
隆起

断層名 長さ 変位の
向き

地震の
規模

森本・富樫
断層帯

約26km 東側
隆起

7.2程度

断層名 長さ 変位の
向き

森本断層 図読
約11km

東側
隆起

富樫断層 図読
約17km

東側
隆起

森本・富樫断層帯は後期更新世以降の活動が否定できず，その長さとして約27km区間を評価する。 2.5-2-2

明島町

北東端と
評価した地点

南西端と
評価した地点



補足資料２．５－３

砺波平野断層帯（東部）

2.5-3-1



地震調査委員会（2008）
「砺波平野断層帯・呉羽山断層帯の長期評価」

活断層研究会（1991）
「新編 日本の活断層」

今泉ほか（2018）
「活断層詳細デジタルマップ[新編]」

堤ほか（2003）；後藤ほか（2020）
「都市圏活断層図」

砺波平野断層帯（東部）の評価概要

○地震調査委員会（2008）は，砺波平野南東縁の富山県砺波市から富山県南砺市までの区間に図示している高清水断層を砺波平野断層帯東部としている。長さは
約21kmで，北北東-南南西方向に延び，断層の南東側が北西側に対し相対的に隆起する逆断層としており，最新活動は約4千3百年前以後，約3千6百年前以前で
あったと推定している。

○地震調査委員会（2008）は，「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）や「活断層詳細デジタルマップ」（中田・今泉，2002），「都市圏活断層図」（堤ほか，2003）
等の文献を引用しており，これらの内容を踏襲した結果になっていると考えられる。

○「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（今泉ほか，2018）に示されている断層の位置及びトレースは，旧版である「活断層詳細デジタルマップ」（中田・今泉，2002）から
変更されていない。

○また，地震調査委員会（2008） 以降の主な文献である「都市圏活断層図」（後藤ほか，2020）は，地震調査委員会（2008）とほぼ同じ位置に活断層を図示している。

○以上より，砺波平野断層帯（東部）は，地震調査委員会（2008）に示される長さ約21km区間について，後期更新世以降の活動が否定できないと評価する。

断層名 長さ 確実度 変位の
向き

1 高清水断層 12km Ⅰ～Ⅱ 東側
隆起

断層名 長さ 変位の
向き

高清水断層帯 約20km 南東側
隆起

断層名 長さ 変位の
向き

地震の
規模

砺波平野断
層帯東部

約21km 南東側
隆起

7.0程度

断層名 長さ 変位の
向き

高清水断層 図読
約21km

南東側
隆起

砺波平野断層帯（東部）は後期更新世以降の活動が否定できず，その長さとして約21km区間を評価する。

2.5-3-2

砺波市

南砺市

北東端と
評価した地点

南西端と
評価した地点



補足資料２．５－４

呉羽山断層帯

2.5-4-1



地震調査委員会（2008）
「砺波平野断層帯・呉羽山断層帯の長期評価」

産業技術総合研究所（2011）
「沿岸海域における活断層調査」

今泉ほか（2018）
「活断層詳細デジタルマップ[新編]」

堤ほか（2002）
「都市圏活断層図」

呉羽山断層帯の評価概要

○地震調査委員会（2008）は，富山平野西縁の富山県富山市から富山湾まで達している断層帯を呉羽山断層帯としている。長さは約22km以上で，概ね北北東－南
南西方向に延び，断層の北西側が南東側に対し相対的に隆起する逆断層としており，最新活動は約3千5百年前以後，7世紀以前であった可能性があるとしている。

○地震調査委員会（2008）は，「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）や「活断層詳細デジタルマップ」（中田・今泉，2002），「都市圏活断層図」（堤ほか，2002）
等の文献を引用しており，これらの内容を踏襲した結果になっていると考えられる。

○「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（今泉ほか，2018）に示されている断層の位置及びトレースは，旧版である「活断層詳細デジタルマップ」（中田・今泉，2002）から
変更されていない。

○産業技術総合研究所（2011）は，陸域の呉羽山断層の海域延長部に関しては，背斜構造体が海岸から北東に連続しており，陸域部を含めた約34.5kmを呉羽山断
層帯としている。

○以上より，呉羽山断層帯は，産業総合研究所（2011）が図示する呉羽山断層帯の北東端から地震調査委員会（2008）が図示する呉羽山断層帯の南西端までの長
さ約35km区間について，後期更新世以降の活動が否定できないと評価する。

断層名 長さ 変位の
向き

地震の
規模

呉羽山
断層帯

約34.5km 北西側
隆起

7.4程度

断層名 長さ 変位の
向き

呉羽山
断層帯

約20km 北西側
隆起

断層名 長さ 変位の
向き

呉羽山
断層帯

図読
約22km

北西側
隆起

呉羽山断層帯は後期更新世以降の活動が否定できず，その長さとして約35km区間を評価する。

断層名 長さ 変位の
向き

地震の
規模

呉羽山
断層帯

約22km
以上

北西側
隆起

7.2程度

2.5-4-2

富山湾

北東端と
評価した地点

南西端と
評価した地点



補足資料２．５－５

跡津川断層帯

2.5-5-1



(1) 跡津川断層帯の評価概要

位置図(地震調査委員会(2004a)に一部加筆)

【文献調査】(P2.5-5-3)

○地震調査委員会(2004a)は，富山県中新川郡立山町から岐阜県大野郡白川村までの区間に図示している跡津川断層，弥陀原断層，天狗平断層及び跡津川断層
の北東部に約2-4kmの間隔で並走する茂住祐延断層より構成される断層帯を跡津川断層帯としている。長さは約69kmで，概ね東北東－西南西方向に延び，右横
ずれを主体とする断層帯で，北西側隆起成分を伴うとしている。

○「都市圏活断層図」(金田ほか，2019；宮内ほか，2019；杉戸ほか，2019；田力ほか，2019；熊原ほか，2019；後藤ほか，2019)は，跡津川断層，弥陀ヶ原断層及びスゴ
谷断層より構成される断層帯を跡津川断層帯としている。ほぼ東北東－西南西方向に延びる，長さが約67kmの断層帯を図示している。

跡津川断層帯は後期更新世以降の活動が否定できず，
その長さとして約69km区間を評価する。

■北東端(P.2.5-5-8)

【文献調査】

○地震調査委員会(2004a)は，天狗
平断層の北東端である，富山県
中新川郡立山町付近を跡津川断
層帯の北東端としている。

→富山県中新川郡立山町付近を跡
津川断層帯の北東端と評価。

■南西端(P.2.5-5-8)

【文献調査】

○地震調査委員会(2004a)は，跡津
川断層の南西端である，岐阜県
大野郡白川村付近を跡津川断層
帯の南西端としている。

→岐阜県大野郡白川村付近を跡津
川断層帯の南西端と評価。

⇒地震調査委員会(2004a)が図示す
る北東端から南西端までの約
69km区間を跡津川断層帯として
評価。

【文献調査】

○跡津川断層帯は，右横ずれを主
体とし，北西側隆起成分を伴う断
層帯である。

○地震調査委員会は(2004a)は，竹
内ほか(1990)の真川地点の断層
露頭調査，Takeuchi et al.(2003)
の同地点より700m東北東のトレ
ンチ調査，跡津川断層トレンチ発
掘調査団ほか(1989)及び粟田・
佃(1993)の野首地点のトレンチ
調査を踏まえ，最新の活動は17
世紀以後と推定している(P2.5-
5-4～7)。

⇒跡津川断層帯について，後期更
新世以降の活動が否定できない
と評価。

活動性評価 長さの評価

跡津川断層帯(金田ほか，2019；宮内ほか，2019；杉戸ほか，2019；
田力ほか，2019；熊原ほか，2019；後藤ほか，2019 )

跡津川断層帯(地震調査委員会，2004a)

2.5-5-2

立山町真川

野首

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

竹内ほか(1990)，Takeuchi et al.(2003)，跡津川断層トレンチ発掘
調査団ほか(1989)及び粟田・佃(1993)のトレンチ調査位置

約69㎞区間



(2) 跡津川断層帯の文献調査
○地震調査委員会(2004a)は，富山県中新川郡立山町から岐阜県大野郡白川村までの区

間に図示している跡津川断層，弥陀原断層，天狗平断層及び跡津川断層の北西部に
約2-4kmの間隔で並走する茂住祐延断層より構成される断層帯を跡津川断層帯として
いる。長さは約69kmで，概ね東北東－西南西方向に延び，右横ずれを主体とする断層
帯で，北西側隆起成分を伴うとしている。

○「新編 日本の活断層」(活断層研究会，1991)は，地震調査委員会(2004a)とほぼ同じ位
置に跡津川断層(確実度Ⅰ～Ⅱ，南東側低下，右横ずれ)を図示し，ENE-WSW走向，長
さ64 km，活動度A～B，右横ずれ及び北側の山地斜面等が隆起と記載している。また，
跡津川断層の北東方に弥陀原断層(確実度Ⅰ，右横ずれ)及び天狗平断層(確実度Ⅰ，
南側低下)を図示し，それぞれENE-WSW走向，長さ3km，活動度B及びE-W走向，長さ
2km，活動度Cと記載している。さらに，跡津川断層の北西方に並走する茂住祐延断層
(確実度Ⅱ，右横ずれ)を図示し，NE-SW走向，長さ23km，活動度Cと記載している。

○「活断層詳細デジタルマップ［新編］」(今泉ほか，2018)は，地震調査委員会(2004a)の跡
津川断層とほぼ同じ位置に活断層を図示し，長さ約60 kmの右横ずれ断層帯としている。
平均変位速度は，上下成分で1m/千年程度であるが横ずれ成分はその数倍(3m/千年)
に達すると見積もられると記載している。また，地震調査委員会(2004a)の弥陀原断層と
ほぼ同じ位置に推定活断層を図示している。

○ 「都市圏活断層図」(金田ほか，2019；宮内ほか，2019；杉戸ほか，2019；田力ほか，
2019；熊原ほか，2019；後藤ほか，2019)は，跡津川断層，弥陀ヶ原断層及びスゴ谷断
層より構成される断層帯を跡津川断層帯としている。ほぼ東北東－西南西方向に延び
る，長さが約67kmの断層帯を図示している。

○その他，跡津川断層帯に関して以下の主な文献がある。

・松田(1966)は，岐阜県白川村の天羽峠西方から富山県富山市真川までの区間を活断
層として跡津川断層を図示し，長さ60km以上，平均変位速度１～数m/1,000 年，北側
隆起の右横ずれ断層と記載している。

・加藤・杉山(1985)は，松田(1966)の跡津川断層とほぼ同じ位置に，主として第四紀後
期に活動した活断層を図示し，平均変位速度１m/10 ３年以上，南側落下の右ずれ断層
としている。また，地震調査委員会(2004a)の天狗平断層とほぼ同じ位置に，主として第
四紀後期に活動した活断層を図示し，平均変位速度１m/10 ３年以上，南側落下の断層
としている。

・日本第四紀学会(1987)は，松田(1966)の跡津川断層とほぼ同じ位置に，第四紀後期
に活動した活断層を図示し，北西側隆起の右ずれ断層としている。また，活断層研究
会(1991)の天狗平断層とほぼ同じ位置に，第四紀後期に活動した活断層を図示して
いる。

・藤井ほか(1979)，竹村・藤井(1984)，竹内ほか(1990)及び富山県(1992)は，松田(1966)
とほぼ同じ位置に跡津川断層を図示し，北東端をさらに延長し立山カルデラ付近まで
としているが，その根拠を示していない。

・吉岡ほか(2005)は，松田(1966)とほぼ同じ位置に跡津川活動セグメントを図示し，長さ
63 kmの右横ずれ断層としている。また，活断層研究会(1991)の弥陀原断層とほぼ同
じ位置に弥陀原活動セグメントを図示し，長さ10km未満の活断層とし，跡津川活動セ
グメントの北側に並走する茂住祐延活動セグメントを含めて，跡津川起震断層として
いる。

○「活断層データベース」(産業技術総合研究所地質調査総合センター)は，跡津川断層を
跡津川活動セグメント，弥陀ヶ原断層を弥陀ヶ原セグメント，茂住祐延断層を茂住祐延
セグメントとして図示している。 拡大位置図(地震調査委員会(2004a)に一部加筆)

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

2.5-5-3

位置図

下図拡大範囲

志賀原子力
発電所

立山町

天生峠

真川



真川

野首

(3) 跡津川断層帯の活動性

○地震調査委員会は(2004a)は，竹内ほか(1990)の真川地点の断層露頭調査(次頁)，Takeuchi et al.(2003)の同地点より700m東北東のトレンチ調査(次々頁)，跡津川
断層トレンチ発掘調査団ほか(1989)及び粟田・佃(1993)の野首地点のトレンチ調査(P.2.5-5-7)を踏まえ，最新の活動は17世紀以後と推定している。

位置図(地震調査委員会(2004a)に一部加筆) 2.5-5-4
都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

竹内ほか(1990)，Takeuchi et al.(2003)，跡津川断層トレンチ発掘
調査団ほか(1989)及び粟田・佃(1993)のトレンチ調査位置



(3) 跡津川断層帯の活動性 －露頭調査(真川地点)－

断層露頭概略図(竹内ほか，1990)

AF：跡津川断層の主すべり面
G0，G1：真川本流系の大礫～巨礫層
g0，g1：崖錘の多い礫層
S1，S2：砂層
T：地表の裂溝
ｓ0，ｗ1，ｗ2：

14C年代資料採取位置

位置図(地震調査委員会(2004a)に一部加筆)

○竹内ほか(1990)は，跡津川断層の東部の富山県大山町真川地点において，断層露頭調査を実施しており，地震調査委員会(2004a)は以下のように評価している。
・断層露頭上部に分布する低位段丘面構成層の最上部のg1礫層が断層に切られており，断層による裂溝を埋めて崖錐堆積物が堆積している。
・g1礫層に挟まれるＳ2砂層の年代が14世紀と推定される。
・以上より，真川地点の最新活動は14世紀以後にあったと考えられる。

真川

2.5-5-5

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

竹内ほか(1990)のトレンチ調査位置



真川

(3) 跡津川断層帯の活動性 －トレンチ調査(真川地点)－

位置図(地震調査委員会(2004a)に一部加筆)

T1トレンチ概略図(Takeuchi et al.,2003)

A：soil 
B：talus
C：silt
D：lacustrine deposits
E：fault gouge
F：silt and humus 
G：humus

○Takeuchi et al.(2003)は，竹内ほか（1990）の断層露頭（前頁）の約700 m東北東においてトレンチ調査を実施しており，地震調査委員会(2004a)は以下のように評価して
いる。
・T1トレンチでは，土壌層やシルト及び砂層が断層に切られており，このうち約2千8百年前－14世紀の年代を示す土壌層(G層) が断層に切られている。
・以上より，真川地点の最新活動は14世紀以後にあったと推定される。

2.5-5-6

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

Takeuchi et al.(2003) のトレンチ調査位置



野首

(3) 跡津川断層帯の活動性 －トレンチ調査(野首地点)－

○跡津川断層トレンチ発掘調査団ほか(1989)は，跡津川断層の南西部の飛騨市野首地点においてトレンチ調査を実施し，またこのトレンチと隣接した位置で粟田・佃
(1993)もトレンチ調査を実施しており，地震調査委員会(2004a)は以下のように評価している。
・跡津川断層トレンチ調査団ほか(1989)のトレンチ壁面では，11－13世紀の水路に堆積した1層（腐植土層）を切る断層が確認され，これに対比されるものとして，粟
田・佃(1993)のトレンチ調査壁面では，17－20世紀のB層（腐植土層）を切る断層が確認される。

・以上より，野首地点の最新活動は，17世紀以後であったと考えられる。

位置図(地震調査委員会(2004a)に一部加筆)

野首トレンチ壁面スケッチ(地震調査委員会，2004a) 2.5-5-7

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

跡津川断層トレンチ発掘調査団ほか(1989)及び
粟田・佃(1993)のトレンチ調査位置

粟田・佃（1993）のトレンチ

跡津川断層トレンチ調査団ほか(1989)のトレンチ



(4) 跡津川断層帯の端部

2.5-5-8

■北東端
○地震調査委員会(2004a)は，天狗平断層の北東端である，富山県中新川郡立山町付近を跡津川断層帯の北東端としている。
→富山県中新川郡立山町付近を跡津川断層帯の北東端と評価。

■南西端
○地震調査委員会(2004a)は，跡津川断層の南西端である，岐阜県大野郡白川村付近を跡津川断層帯の南西端としている。
→岐阜県大野郡白川村付近を跡津川断層帯の南西端と評価。

○以上より，跡津川断層帯の長さとして，地震調査委員会(2004a)が示している約69km区間を評価。

位置図(地震調査委員会(2004a)に一部加筆)

白川村

立山町

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

跡津川断層帯(金田ほか，2019；宮内ほか，2019；杉戸ほか，2019；
田力ほか，2019；熊原ほか，2019；後藤ほか，2019 )

跡津川断層帯(地震調査委員会，2004a)

南西端拡大範囲

北東端拡大範囲

北東端拡大図(地震調査委員会(2004a)に一部加筆)

南西端拡大図(地震調査委員会(2004a)に一部加筆)

約69㎞区間



補足資料２．５－６

御母衣断層

2.5-6-1



(1) 御母衣断層の評価概要

【文献調査】

○御母衣断層帯は，左横ずれを
主体とし，加須良断層では東側
隆起成分，白川断層と三尾河
断層では西側隆起成分を伴う
断層帯である。

○地震調査委員会(2004b)は，杉
山ほか(1991a，1991b，1993a，
1993b)の，木谷及び寺河戸地
点でのトレンチ調査と庄川断層
帯付近で記録されている歴史
地震を踏まえ，庄川断層帯の
最新活動時期は11 世紀以後，
16 世紀以前であると推定して
いる(P.2.5-6-4～6)。

⇒御母衣断層について，後期更新
世以降の活動が否定できない
と評価。

【文献調査】(P.2.5-6-3)

○地震調査委員会(2004b)は，石川県金沢市東部から岐阜県郡上市北部までの区間に図示している加須良断層，白川断層，三尾河断層及び森茂断層より構成され
る断層帯を庄川断層帯としている。長さは約67kmで，概ね北北西-南南東方向に延び，左横ずれを主体とし，加須良断層では東側隆起成分，白川断層と三尾河断
層では西側隆起成分を伴うとしている。

○「都市圏活断層図」(後藤ほか，2020；後藤ほか，2019；中埜ほか，2020；堤ほか，2008)は，加須良断層，白川断層，三尾河断層及び森茂断層より構成される断層
帯を庄川断層帯としている。ほぼ北北西-南南東方向に延びる，長さが約72kmの断層帯を図示している。

活動性評価

御母衣断層は後期更新世以降の活動が否定できず，
その長さとして約74km区間を評価する。

位置図(都市圏活断層図(HP掲載図)に一部加筆)
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2.5-6-2

寺河戸

木谷

地震調査委員会(2004b)トレース

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

杉山ほか(1991，1993)のトレンチ調査位置

■北端(P.2.5-6-8)

【文献調査】

○後藤(2020)は，加須良断層の北端である，
石川県金沢市戸室山の北西付近を庄川断
層帯の北端としている。

→石川県金沢市戸室山付近を御母衣断層の
北端と評価。

■南端(P.2.5-6-7，8)

【文献調査】

○地震調査委員会(2004b)は，三尾河断層の
南端である，岐阜県郡上市北部付近を庄
川断層帯の南端としている。

【地形調査】

○北陸電力は，地震調査委員会(2004b)の庄
川断層帯南端の南方延長に，直線状の谷
からなるリニアメント・変動地形を判読して
おり，谷地形の直線性がなくなる岐阜県郡
上市明宝奥住付近を御母衣断層の南端と
した。

→岐阜県郡上市明宝奥住付近を御母衣断層
の南端と評価。

⇒後藤(2020)が図示する加須良断層の北端
からリニアメント・変動地形の南端までの
約74km区間を御母衣断層として評価。

長さの評価

群上市

金沢市

約74㎞区間



(2) 御母衣断層の文献調査
○地震調査委員会(2004b)は，石川県金沢市東部から岐阜県郡上市北部までの

区間に図示している加須良断層，白川断層，三尾河断層及び森茂断層より構
成される断層帯を庄川断層帯としている。長さは約67kmで，概ね北北西-南南
東方向に延び，左横ずれを主体とし，加須良断層では東側隆起成分，白川断
層と三尾河断層では西側隆起成分を伴うとしている。

○「新編 日本の活断層」(活断層研究会，1991)は，地震調査委員会(2004b)とほ
ぼ同じ位置に御母衣断層系として北から南へ加須良断層(確実度Ⅰ～Ⅱ，西側
低下，左横ずれ)，白川断層(確実度Ⅱ，東側低下，左横ずれ)及び三尾河断層
(確実度Ⅰ～Ⅱ，左横ずれ)を図示している。加須良断層はNNW－SSE走向，長
さ30 km，活動度Ｂ，白川断層はNNW-SSE走向，長さ24 km，西側の段丘面等
が隆起，三尾河断層はNNW-SSE走向，長さ16 km，活動度Ａ～Ｂと記載してい
る。

○「活断層詳細デジタルマップ［新編］」(今泉ほか，2018)は，地震調査委員会
(2004b)の白川断層，三尾河断層とほぼ同じ位置に活断層を図示し，長さ約40 
kmの左横ずれ断層帯としている。河谷の屈曲量(数百mから百数十m)と上流域
の規模の比較から，活動度はＡ～Ｂ級と推定されると記載している。

○ 「都市圏活断層図」(後藤ほか，2020；後藤ほか，2019；中埜ほか，2020；堤ほか，
2008)は，加須良断層，白川断層，三尾河断層及び森茂断層より構成される断
層帯を庄川断層帯としている。ほぼ北北西-南南東方向に延びる，長さが約
72kmの断層帯を図示している。

○その他，御母衣断層に関して以下の主な文献がある。

・松田・恒石(1970)は，岐阜県高山市三尾河から同県郡上市の山中峠までの区
間を活断層として図示し，三尾河断層と命名し，長さ8kmと記載している。

・恒石(1980)は，岐阜県白川村帰雲山付近に活断層を図示し白川断層と命名し
たが，北端は石川県金沢市東部の医王山西方としており，長さ70 kmと記載して
いる。

・竹村・藤井(1984)は，岐阜県白川村鳩谷から刀利ダム北方までの区間を活断層
として図示し，加須良断層と命名し，長さ約30 km，活動度B～A，平均変位速度
0.2～1.5m/1,000 年と記載している。

・加藤・杉山(1985)は，松田・恒石(1970)の三尾河断層とほぼ同じ位置に主として
第四紀後期に活動した活断層等を図示し，東側落下，平均変位速度1m/10 ３年
未満としている。

・日本第四紀学会(1987)は，刀利ダム付近から山中峠付近までを3分割し，北部
を左ずれの活断層と推定活断層，中部を推定活断層，南部を西側隆起で左ず
れの活断層と推定活断層として図示している。

・吉岡ほか(2005)は，庄川起震断層を構成するセグメントとして，活断層研究会
(1991)の加須良断層の位置に加須良活動セグメント，白川断層の位置に御母
衣活動セグメント，三尾河断層の位置に三尾河活動セグメントを図示し，長さは
それぞれ31km，18km，25kmの左横ずれ断層とし，また，御母衣活動セグメント
の東側に並走する森茂活動セグメントを図示し，活動度C級としている。

○「活断層データベース」(産業技術総合研究所地質総合センター)は，加須良断層
を加須良活動セグメント，白川断層を御母衣活動セグメント，三尾河断層を三尾
河活動セグメント，森茂断層を森茂活動セグメントとして図示している。

2.5-6-3
位置図(都市圏活断層図(HP掲載図)に一部加筆)

地震調査委員会(2004b)トレース

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

位置図

左図拡大範囲

志賀原子力
発電所

群上市

金沢市

山中峠

三尾河

鳩谷

刀利ダム

帰雲山

医王山



(3) 御母衣断層の活動性

○地震調査委員会(2004b)は，杉山ほか(1991a，1991b，1993a，1993b)の木谷(次頁)及び寺河戸(次々頁)地点でのトレンチ調査を踏まえ，庄川断層帯の最新活動時
期は11 世紀以後であると推定している。

寺河戸

木谷

位置図(都市圏活断層図(HP掲載図)に一部加筆) 2.5-6-4

地震調査委員会(2004b)トレース

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

杉山ほか(1991，1993)のトレンチ調査位置



(3) 御母衣断層の活動性 －トレンチ調査(杉山ほか，1991；1993a)，木谷－

位置図(都市圏活断層図(HP掲載図)に一部加筆)

木谷

○杉山ほか(1991a，1991b，1993a)は庄川断層帯の中部に位置する白川断層の白川村木谷地点において，河岸段丘を変位させる比高2-5mの低段丘崖を横切ってトレ
ンチ調査(KA・KBトレンチ)を実施しており，地震調査委員会(2004b)は以下のように評価している。
・トレンチ壁面には複数の断層(F1-F4断層)が認められ，このうちF1-F3断層は，表層直下の腐植土層(B層)の少なくとも中部まで変位させているため，少なくともB層
の堆積中－堆積後に1回以上の断層活動があったと考えられる。

・KAトレンチの南壁面では，Ｆ3断層により約2千4百－2千8百年前の年代を示す層準が切られている。
・以上より，木谷地点での最新活動は2千8百年前以後に生じたと推定される。

木谷地点トレンチ壁面スケッチ(地震調査委員会，2004b)

2.5-6-5

地震調査委員会(2004b)トレース

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

杉山ほか(1991，1993)のトレンチ調査位置



寺河戸

(3) 御母衣断層の活動性 －トレンチ調査(杉山ほか，1991；1993b)，寺河戸－

○杉山ほか(1991a，1991b，1993b)は三尾河断層南端部から約4kmの寺河戸地点では，断層が通過する山地の鞍部においてトレンチ調査(A・B・Cトレンチ)を実施してお
り，地震調査委員会(2004b)は以下のように評価している。
・A-Cトレンチとも，炭化木片を大量に含む腐植土層(e層)の中部までを確実に切り，崩積堆積物(d層)，あるいは腐植質粘土層(b-c層)に覆われる断層が認められる。
・e層及び上位の地層からは，下位層よりも古い14C年代も得られていることから，杉山ほか（1991b）はこれらの地層は再堆積によるものと推定している。
・以上より，寺河戸地点の最新活動はe層堆積より後，d層堆積より前に生じた可能性があり，その年代はe層から得られた最も若い年代(11-13世紀)よりも新しい可
能性があると判断する。

位置図(都市圏活断層図(HP掲載図)に一部加筆)

寺河戸地点トレンチ壁面スケッチ(地震調査委員会，2004b)

2.5-6-6

地震調査委員会(2004b)トレース

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

杉山ほか(1991，1993)のトレンチ調査位置



(4)御母衣断層の端部 －南端付近の地形調査－

2.5-6-7

○地震調査委員会(2004b)は，三尾河断層の南端である，岐阜県郡上市北部付近を庄川断層帯の南端としており，この付近では大規模な崩落地形が発達する。
○北陸電力が実施した地形調査の結果，この崩落地形の南東方に直線状の谷からなるリニアメント・変動地形が判読されることから，この谷地形の直線性がなくなる

岐阜県郡上市明宝奥住付近を御母衣断層の南端とした。

空中写真

地震調査委員会(2004b)の庄川断層帯の南端

北陸電力の地形調査による南端

南端拡大図(都市圏活断層図(HP掲載図)に一部加筆)

地震調査委員会(2004b)トレース

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

位置図(都市圏活断層図(HP掲載図)に一部加筆)

南端拡大範囲

1km

1km

群上市

明宝奥住



(4)御母衣断層の端部 －まとめ－

2.5-6-8

■北端
○後藤(2020)は，加須良断層の北端である，石川県金沢市戸室山付近を庄川断層帯の北端としている。
→石川県金沢市戸室山付近を御母衣断層の北端と評価。

■南端
○地震調査委員会(2004b)は，三尾河断層の南端である，岐阜県郡上市北部付近を庄川断層帯の南端としている。
○北陸電力は，地震調査委員会(2004b)の庄川断層帯南端の南方延長に，直線状の谷からなるリニアメント・変動地形を判読しており，谷地形の直線性がなくなる岐

阜県郡上市明宝奥住付近を御母衣断層の南端とした。
→岐阜県郡上市明宝奥住付近を御母衣断層の南端と評価。

○以上より，御母衣断層の長さとして，後藤(2020)が図示する加須良断層の北端からリニアメント・変動地形の南端までの約74km区間を評価。

位置図(都市圏活断層図(HP掲載図)に一部加筆)

地震調査委員会(2004b)トレース

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

北端拡大図(都市圏活断層図(HP掲載図)に一部加筆)

南端拡大図(都市圏活断層図(HP掲載図)に一部加筆)

北陸電力の地形調査による南端
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北端拡大範囲

南端拡大範囲

群上市
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戸室山

約74㎞区間



補足資料２．５－７

福井平野東縁断層帯

2.5-7-1



地震調査委員会（2009）
「福井平野東縁断層帯の長期評価」

活断層研究会（1991）
「新編 日本の活断層」

今泉ほか（2018）
「活断層詳細デジタルマップ[新編]」

東郷ほか（2001）
「都市圏活断層図」

福井平野東縁断層帯の評価概要

○地震調査委員会（2009）は，福井平野東縁断層帯は主部と西部からなるとしている。石川県加賀市沖合の海域から福井県福井市までの区間に図示している加賀市沖の断層，剣ヶ岳断層，見
当山断層，細呂木断層，瓜生断層，篠岡断層及び松岡断層より構成される断層帯を福井平野東縁断層帯主部としている。長さは約45kmで，概ね南北方向に延び，左横ずれかつ東側隆起の
逆断層としており，最新活動時期は約3千4百年前以後，約2千9百年前以前であったと推定している。また，1948年福井地震の震源断層の主断層で，福井県坂井市沖合の海域から福井県福
井市までの区間に図示している福井平野東縁断層帯西部は，長さ約33kmで，概ね北北西-南南東に延び，左横ずれが卓越し，中部から北部では東側隆起成分，南部では西側隆起成分を伴
うとしている。

○地震調査委員会（2009）は，「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）や「活断層詳細デジタルマップ」（中田・今泉，2002）等の文献を引用しており，これらの内容を踏襲した結果になって
いると考えられる。

○「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（今泉ほか，2018）に示されている断層の位置及びトレースは，旧版である「活断層詳細デジタルマップ」（中田・今泉，2002）から変更されていない。

○また，地震調査委員会（2009） 以外の主な文献である「都市圏活断層図」（東郷ほか，2001）は，地震調査委員会（2009）の陸域部とほぼ同じ位置に活断層を図示している。

○以上より，福井平野東縁断層帯は，地震調査委員会（2009）の福井平野東縁断層帯主部に対応する長さ約45km区間について，後期更新世以降の活動が否定できないと評価する。

断層名 長さ 確実度 変位の向き

11 剣ヶ岳断層 11km Ⅱ 東側隆起

12 細呂木断層 11km Ⅱ 東側隆起

13 篠岡断層 12km Ⅱ 東側隆起

14 松岡断層 12km Ⅱ 東側隆起

断層名 長さ 変位の
向き

福井平野東縁
断層帯

約15km 東側
隆起

断層名 長さ 変位の向
き

地震の
規模

福井平野東縁
断層帯主部

約45km 左横ずれ
東側隆起

7.6程度

福井平野東縁
断層帯西部

約33km 左横ずれ
東側隆起

7.1程度

断層名 長さ 変位の
向き

福井平野
東縁断層帯

図読
約23km

東側
隆起

福井平野東縁断層帯は後期更新世以降の活動が否定できず，その長さとして約45km区間を評価する。 2.5-7-2

北端と
評価した地点

南端と
評価した地点



2.7-1-1

補足資料２．７－１

猿山岬北方沖の断層



(1) 猿山岬北方沖の断層の評価結果

【文献調査】（P.2.7-1-3）
○岡村（2007）は，猿山岬北方沖で屈曲する新第三紀逆断層を図示し，西端部付近を正断層としている。
○井上・岡村（2010）は， この付近は輪島の約13km北方に分布する北東-南西方向に伸びる南志見沖層群及び基盤からなる背斜構造であり，逆断層を図示している
が，それらを覆う輪島沖層群には明瞭な変形構造は認められないとしている。

○日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）は，猿山岬北方沖の断層に対応する断層トレースを図示していない。
○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）は，猿山岬北方沖の断層に対応する位置の一部に，震源断層モデルとしてNT7（走向：64度，

傾斜：65度，断層長さ：10.7km）を図示している。

猿山岬北方沖断層は後期更新世以降の活動が否定できず，
その長さとして約41km区間を評価する。

■猿山岬北方沖断層 北東端
（P.2.7-1-16）

【海上音波探査】
○L1測線において，上部更新統

に変位，変形は認められない。
→L1測線を北東端と評価。

■猿山岬北方沖断層 南西端
（P.2.7-1-17，18）

【海上音波探査】
○N5測線，L10測線において，上

部更新統に変位，変形は認め
られない。

→N5測線を南西端と評価。

⇒猿山岬北方沖断層は，L1測線
（北東端）からN5測線（南西
端）までの約41km区間を評価。

○猿山岬北方沖の断層は，猿山
岬以東の区間の能登半島北岸
に沿う隆起構造の北限に推定
される断層等（以下，猿山岬北
方沖断層）と猿山岬以西の走
向がほぼ90°屈曲して連続す
る断層等（以下，猿山岬以西の
断層）から構成される（P.2.7-1-
4）。

○音波探査記録の解析の結果，
猿山岬北方沖断層には，上部
更新統を含むそれより下位の
地層に変位，変形が推定される
（P.2.7-1-5～9）。

○猿山岬以西の断層には，少なく
とも上部更新統には相当する
断層等は認められない（P.2.7-
1-10～14） 。

⇒海上音波探査の結果から，猿
山岬北方沖の断層の内，猿山
岬北方沖断層を後期更新世
以降の活動が否定できないと
評価。

【活動性評価】 【長さの評価】

三澤(1997)
ウォーターガン

(L1)

産総研ブーマー(N5)

位置図

端部測線

上図範囲

2.7-1-2

三澤（1997）ウォーターガン(L10)

三澤(1997)ウォーターガン
(L9)

地質調査所エアガン
(N-125’)

猿山岬以西の断層

※： 以外の猿山岬北方沖の断層を確認した音波探査記録はデータ集2

断層を確認した測線※

猿山岬以西の断層を横断する音波探査記録の解析の結果，少なくとも上
部更新統には相当する断層等は認められず，後期更新世以降の活動は

認められない。



(2) 猿山岬北方沖の断層の文献調査

○岡村（2007）は，猿山岬北方沖で屈曲する新第三紀逆断層を図示し，西端部付近を正断層としている。この断層については，能登半島の北岸に沿って発達した隆起
帯の北限を限る逆断層であり，南志見沖層群に変形を与えるが輪島沖層群にほぼ変形を与えていないとしている。

○井上・岡村（2010）は， この付近は輪島の約13km北方に分布する北東-南西方向に伸びる南志見沖層群及び基盤からなる背斜構造であり，逆断層を図示している
が，それらを覆う輪島沖層群には明瞭な変形構造は認められないとしている。

○尾崎ほか（2019）は，井上・岡村（2010）とほぼ同じ位置に断層等を図示している。
○日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）は，猿山岬北方沖の断層に対応する断層トレースを図示していない。
○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）は，猿山岬北方沖の断層に対応する位置に，震源断層モデルとしてNT7（走向：64度，傾斜：65
度，断層長さ：10.7km）を図示している。文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2021）では，活動性の評価を確実性Aクラス（第四紀後期まで
の地層が，変形・変位を受けている）としている。

2.7-1-3位置図



○猿山岬北方沖の断層周辺には，下部～中部中新統と推定される南志見沖層群及び珠洲沖層群の隆起（沖ノ瀬隆起帯）が認められる。
○猿山岬北方沖の断層は，猿山岬以東の区間の能登半島北岸に沿う隆起構造の北限に推定される断層等と猿山岬以西の走向がほぼ90°屈曲して連続する断層等
から構成される。

(3) 猿山岬北方沖の断層の活動性 －猿山岬北方沖の断層周辺の地質図－

左図範囲

尾崎ほか（2019）

井上・岡村（2010）

地質図
（尾崎ほか（2019），井上・岡村(2010)に加筆）

（尾崎ほか，2019）

（井上・岡村，2010）

2.7-1-4



○N26-2測線において，測点32付近でB1層下部に変形が認められ，B2層，D2層に変位が認められることから断層を推定した。

(3) 猿山岬北方沖の断層の活動性 －N26-2測線－

2.7-1-5

産総研ブーマー
(N26-2)

位置図
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・この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の記
録を北陸電力が独自に解析・作成したものである

左図範囲

右図記録範囲



(3) 猿山岬北方沖の断層の活動性 －L4測線－

2.7-1-6

〇L4測線において， D2層に変位が推定，あるいは認められることから，6条の断層を推定した。
〇測点10付近の断層でA層，B1層上部に変形及び，B1層下部，B2層，C1層，D2層に変位が認められ，測点15付近の断層でB1層，B2層に変形及び，C1層，D2層に変位が認められる。
○測点8付近の断層でA層，B1層，D2層に変位が推定され，測点13.5付近の断層でB1層下部，B2層に変形及び，C1層，D2層に変位が推定される。
○測点11付近、測点12.5付近の断層でB2層下部，C1層上部に変形が認められ，C1層下部，D2層に変位が推定されるが，A層，B1層，B2層上部に変位，変形は認められない。
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・この図面は，三澤（1997）の海上音波探査の記録を北陸
電力が独自に解析・作成したものである

三澤(1997)ウォーターガン
(L4)

位置図

断層（破線は推定）

左図範囲

右図記録範囲



(3) 猿山岬北方沖の断層の活動性 －L6測線－

○L6測線において，測点7付近でB1層，B2層に変形が認められ，B3層，C1層，D2層に変位が認められることから断層を推定した。
〇その他にも，測点5付近でB2層，B3層，C1層に変形が認められ，D2層に変位が推定され，測点7.5付近でB2層，B3層に変形及び，C1層，D2層に変位が認められることから断層を推

定した。
〇測点5付近，測点7.5付近の断層についてはB1層に変形の可能性が否定できない。

2.7-1-7

位置図

三澤(1997)ウォーターガン
(L6)
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・この図面は，三澤（1997）の海上音波探査の記録を北陸
電力が独自に解析・作成したものである

左図範囲

右図記録範囲



(3) 猿山岬北方沖の断層の活動性 －L9測線－

○L9測線において，測点17付近でB1層下部，B2層，B3層，C1層，C2層，D1層に変形が認められ，測点15付近でB2層，B3層，C1層，C2層，D1層に変
形が認められることから，2条の撓曲を推定した。

○ 2条の撓曲の内，測点15付近の撓曲はB1層下部に変形の可能性が否定できない。

2.7-1-8

位置図

三澤(1997)ウォーターガン
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・この図面は，三澤（1997）の海上音波探査の記録を北陸
電力が独自に解析・作成したものである

左図範囲

右図記録範囲



(3) 猿山岬北方沖の断層の活動性 －N-125’測線－

○N-125’測線において，測点18：25付近でQ層下部、C層，D1層上部に変形が認められ， D1層下部，D2層に変位が推定されることから，断層を推
定した。
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断層（破線は推定）

左図範囲

・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである

右図記録範囲



(3) 猿山岬北方沖の断層の活動性 －N-124測線－

右図記録範囲

位置図

地質調査所エアガン
(N-124)

○N-124測線において，測点00：00付近でQ層基底，C層に変形が認められ，D1層に変位が推定されることから，断層を推定した。
○Q層に変形の可能性が否定できないが，より分解能の高いブーマーの記録（P.2.7-11～13）によると，猿山岬以西の断層は後期更新統に対応
するB1層以上に変形のない撓曲が連続することから，少なくともB1層以上に影響を及ぼすものではないと考えられる。

2.7-1-10
・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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位置図

産総研ブーマー
(N201)

(3) 猿山岬北方沖の断層の活動性 －N201測線－

○N201測線において，測点25.5付近でB2層，B3層，C1層に変形が認められることから，撓曲を推定した。
〇A層，B1層に変位，変形は認められない。

2.7-1-11
・この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の記録を北陸
電力が独自に解析・作成したものである

上図範囲



(3) 猿山岬北方沖の断層の活動性 －L3測線－

右図記録範囲

○L3測線において，測点4.5付近でB2層，B3層，C1層に変形が認められることから，撓曲を推定した。
〇A層，B1層に変位，変形は認められない。

2.7-1-12
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・この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の記
録を北陸電力が独自に解析・作成したものである

位置図

上図範囲



(3) 猿山岬北方沖の断層の活動性 －L7測線－

右図記録範囲

○L7測線において，測点71.5付近でB2層，B3層，C1層，C2層，D1層に変形が認められることから，撓曲を推定した。
〇A層，B1層に変位，変形は認められない。
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←NW

B3

B2

B1

SE→

約500m

A

C1

D1 D2

C2

70 6278 75 65

70 6278 75 65

産総研ブーマー
（L7）

・この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の記
録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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(3) 猿山岬北方沖の断層の活動性 －N-119測線－

2.7-1-14

右図記録範囲

○N-119測線において， 測点0：55付近でC層下部，D1層，D2層に変位が推定されることから，断層を推定した。
○Q層が判別困難であるため後期更新世以降の活動は否定できないが，より分解能の高いブーマーの記録（P.2.7-11～13）によると猿山岬以西
の断層は後期更新統に対応するB1層以上に変形のない撓曲が連続することから，少なくともB1層以上に影響を及ぼすものではないと考えられ
る。

地質調査所エアガン
（N-119）

・この図面は，地質調査所（現 産業技術総合研究所）の海上音波探
査の記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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(3) 猿山岬北方沖の断層の活動性 －まとめ－

左図範囲

尾崎他（2019）

井上・岡村（2010）

位置図
（尾崎ほか（2019）・井上・岡村(2010)に加筆）

（尾崎ほか，2019）

（井上・岡村，2010）

尾崎ほか（2019）

井上・岡村（2010）

○海上音波探査の結果，猿山岬以東の区間は，能登半島北岸に沿う隆起構造（沖ノ瀬隆起帯）の北限に分布し，上部更新統を含むそれより下位
の地層に変位，変形が推定される。

○猿山岬以西の区間には，少なくとも上部更新統には相当する断層等は認められない 。
○以上のことから，猿山岬北方沖の断層については，後期更新世以降の活動が認められた猿山岬以東の区間（猿山岬北方沖断層）を後期更新
世以降の活動が否定できない区間として評価する。

端部測線

2.7-1-15



(4) 猿山岬北方沖の断層（猿山岬北方沖断層）の端部 －北東端調査 L1測線－

2.7-1-16

右図記録範囲

○N26-2測線で断層を推定した北東方延長にあたるL1測線において，測点1.5付近でD1層に向斜構造が認められるものの，A層，B1層に変位，変形は認められない。
○また，測点5.5付近でD1層上部に変形が認められ，D1層下部，D2層に変位が推定されることから，断層が推定されるが，A層，B1層，B2層に変位，変形は認められず，
猿山岬沖北方沖断層の落下側とは逆の南東落ちの断層であることから，少なくとも猿山岬北方沖断層に相当する断層ではないと判断した。
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・この図面は，三澤（1997）の海上音波探査の記録を北陸
電力が独自に解析・作成したものである

左図範囲



(4) 猿山岬北方沖の断層（猿山岬北方沖断層）の端部 －南西端調査 N5測線－

2.7-1-17

○N-125’測線で断層を推定した南西方延長にあたるN5測線において，測点20付近で少なくともB1層以上に変位，変形は認められない。
○その他にも，測点23-30付近でA層及びそれより下位の地層に変位，変形が認められることから，撓曲と3条の断層が推定されるものの，これら
は断層の走向から能登半島北部沿岸域断層帯に相当すると判断される。

産総研ブーマー
(N5)

位置図

・この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の記
録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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左図範囲
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(4) 猿山岬北方沖の断層（猿山岬北方沖断層）の端部 －南西端調査 L10測線－

2.7-1-18

○N-125’測線で断層を推定した南西方延長にあたるL10測線において，測点17付近でD1層に向斜構造が認められるものの，少なくともB1層以上
の地層に変位，変形は認められない。

位置図

三澤(1997)
ウォーターガン

（L10）

・この図面は，三澤（1997）の海上音波探査の記録を北陸
電力が独自に解析・作成したものである

左図範囲
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(4) 猿山岬北方沖の断層の端部 －まとめ－

2.7-1-19

左図範囲

三澤(1997)
ウォーターガン

(L1)

産総研ブーマー
(N5)

三澤（1997）
ウォーターガン

(L10)

位置図

■北東端
○海上音波探査の結果， N26-2測線で推定した断層の北東方延長にあたるL1測線において，猿山岬北方沖断層に対応する断層等は認められない。
⇒上部更新統に変位，変形が認められないL1測線を北東端と評価。

■南西端
○海上音波探査の結果，N-125’測線で推定した断層の南西方延長にあたるN5測線，L10測線において，猿山岬北方沖断層に対応する断層等は認められない。
⇒上部更新統に変位，変形が認められないN5測線を南西端と評価。

○以上のことから，猿山岬北方沖断層の長さについては，L1測線（北東端）からN5測線（南西端）までの約41km区間を評価。

端部測線
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F47の評価概要

○日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）は，断層モデルとして，F47（走向：30度，傾斜：60度，断層長さ：42.5km）を設定している。以下，この断層を
「F47」と称する。

○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）は，F47に対応する位置に，震源断層モデルとしてKZ3（走向：228度，傾斜：60度，断層長さ：
16.0km）とKZ4（走向：25度，傾斜：50度，断層長さ：25.5km）を図示している。また，文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2016）は，連動する
可能性がある断層の組合わせとしてKZ3-KZ4を考慮している。文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2021）では，KZ3及びKZ4共に，活動
性の評価を確実性Cクラス（変形を受けている最新期の地層の年代が第四紀前期である可能性がある）としている。

○岡村（2007）は，F47に対応する構造として宝達山沖隆起帯の西端から高浜沖隆起帯の東縁付近まで連続する撓曲帯と高浜沖隆起帯の東縁付近から北東側に2列
の背斜構造を図示している。

○以上を踏まえ，F47について最も長く評価されている，日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）の長さ約43km区間を後期更新世以降の活動が否定
できないと評価する。

F47は後期更新世以降の活動が否定できず，その長さとして約43km区間を評価する。

・褶曲

F47における文献断層分布図

2.7-2-2
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F50の評価概要

○日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）は，断層モデルとして，F50（走向：39度，傾斜：60度，断層長さ：23.7km）を設定している。以下，この断層を
「F50」と称する。

○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）は，F50に対応する位置に，震源断層モデルとしてKZ6（走向：38度，傾斜：55度，断層長さ：
25.8km）を図示している。文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2021）では， KZ6の活動性評価を確実性Aクラス（第四紀までの地層が，変
形・変位を受けている）としている。

○山本ほか（2000）は，F50に対応する位置に撓曲構造を図示している。

○以上を踏まえ，F50について最も長く評価されている， 文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）の長さ約26km区間を後期更新世以降の
活動が否定できないと評価する。

F50は後期更新世以降の活動が否定できず，その長さとして約26km区間を評価する。

F50における文献断層分布図

・褶曲

2.7-3-2
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F48の評価概要

○日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）は，断層モデルとして，F48（走向：81度，傾斜：60度，断層長さ：28.2km）を設定している。以下，この断層を
「F48」と称する。

○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）は，F48に対応する位置に，震源断層モデルとしてKZ5（走向：81度，傾斜：60度，断層長さ：
28.0km）を図示している。文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2021）では，KZ5の活動性評価を確実性Aクラス（第四紀までの地層が，変
形・変位を受けている）としている。

○以上を踏まえ，F48について最も長く評価されている，日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）の長さ約28km区間を後期更新世以降の活動が否定
できないと評価する。

F48は後期更新世以降の活動が否定できず，その長さとして約28km区間を評価する。

F48における文献断層分布図

2.7-4-2



補足資料２．７－５

F44

2.7-5-1



F44の評価概要

○日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）は，断層モデルとして，F44（走向：230度，傾斜：45度，断層長さ：36.0km及び走向：267度，傾斜：45度，断層
長さ：13.7km ）を設定している。以下，この断層を「F44」と称する。

○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）は，F44に対応する位置に，震源断層モデルとしてNT1（走向：229度，傾斜：50度，断層長さ：
32.0km及び走向：261度，傾斜：50度，断層長さ：14.7km）を図示している。文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2021）では，NT1の活動性
評価を確実性Cクラス（変形を受けている最新期の地層の年代が第四紀前期である可能性がある）としている。

〇岡村（2002）は，F44に対応する位置に逆断層及び背斜構造を図示している。

○岡村（2007）は，F44に対応する位置に新第三紀逆断層を図示している。

〇尾崎ほか（2019）は， F44に対応する位置に位置に逆断層を図示している。

○以上を踏まえ，F44について最も長く評価されている，日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）の長さ約50km区間を後期更新世以降の活動が否定
できないと評価する。

F44は後期更新世以降の活動が否定できず，その長さとして約50km区間を評価する。

F44における文献断層分布図

100km 

右図範囲

志賀原子力発電所位置

位置図

約50㎞区間

2.7-5-2
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F51の評価概要

○日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）は，断層モデルとして，F51（走向：232度，傾斜：60度，断層長さ：48.0km）を設定している。以下，この断層
を「F51」と称する。

○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2016）は，F51に対応する位置に，震源断層モデルとしてFU1（走向：224度，傾斜：50度，断層長さ：
6.7km） ，FU2（走向：217度，傾斜：50度，断層長さ：21.1km）， FU3（走向：224度，傾斜：55度，断層長さ：20.9km）を図示している。また，文部科学省研究開発局・国
立大学法人東京大学地震研究所（2017）は，連動する可能性がある断層の組合わせとしてFU1-FU2-FU3を考慮している。文部科学省研究開発局・国立大学法人
東京大学地震研究所（2021）では， FU1，FU2，FU3共に，活動性の評価を確実性Aクラス（第四紀までの地層が，変形・変位を受けている）としている。

○山本ほか（2000）は，F51に対応する位置に断層を図示している。

〇福井県（2012）は，F51に対応する位置に，断層モデルとして，越前堆列付近断層（断層長さ：65km）を設定している。

〇石川県（2012）は，F51に対応する位置に，断層モデルとして，石川県西方沖の断層（傾斜：60度，断層長さ：65km）を設定している。

○以上を踏まえ，F51について最も長く評価されている， 石川県（2012）の長さ約65km区間を後期更新世以降の活動が否定できないと評価する。

F51は後期更新世以降の活動が否定できず，その長さとして約65km区間を評価する。

F51における文献断層分布図

右図範囲

位置図

志賀原子力発電所位置

2.7-6-2



補足資料２．７－７

F42

2.7-7-1



F42の評価概要

○日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）は，断層モデルとして，F42（走向：201度，傾斜：45度，断層長さ：37.7km及び走向：241度，傾斜：45度，断層
長さ：18.1km ）を設定している。以下，この断層を「F42」と称する。

○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）は，F42に対応する位置に，震源断層モデルとしてNT2（走向：201度，傾斜：50度，断層長さ：
36.6km） とNT3（走向：242度，傾斜：50度，断層長さ：20.0km）を図示している。また，文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2016）は，連動す
る可能性がある断層の組合わせとしてNT2-NT3を考慮している。文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2021）では，NT2及びNT3共に，活
動性の評価を確実性Aクラス（第四紀までの地層が，変形・変位を受けている）としている。

〇岡村（2002）は，F42に対応する位置に逆断層を図示している。

○以上を踏まえ，F42について最も長く評価されている， 文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）の長さ約57km区間を後期更新世以降の
活動が否定できないと評価する。

F42は後期更新世以降の活動が否定できず，その長さとして約57km区間を評価する。

右図範囲

F42における文献断層分布図

位置図

志賀原子力発電所位置

約57㎞区間

2.7-7-2
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